
ユビキタス社会を支える高精度ネットワーク時空サーバ
– サブマイクロ秒精度・位置情報・小型・低コスト・設定不要 で一家に一台 stratum 1–

(独)情報通信研究機構 光・時空標準グループ

ユビキタス社会では時刻と空間座標 (位置情報)の時空情報が重要 (E911, WCDMA/TDD, TTP, センサーネット, etc.)

です。近年、GPS の受信感度やコストは大きく改善されてきましたが、地下街やショッピングモールなどでは GPS信号は

届かず、また全ての機器に GPS機能を搭載するのは困難です。本サーバは、ネットワークを介して高精度な時刻情報と位

置・速度情報を供給します。本サーバは小型・低コストでありながら、サブマイクロ秒精度の時刻同期を可能とします。し

かも、設定不要。お手軽な時計合せからプロユースまで、全てこれ一台でＯＫ。いよいよ、一家に一台 stratum 1 が現実と

なる。

　　　

図 1 NST(Network Space-Time)サーバとクライアント時刻精度

時刻同期精度 サブマイクロ秒 (ジッタ 74ns r.m.s)
位置精度 (ANT.) 2m
時刻同期プロトコル PAI (毎正秒パケット到着間隔方式)
同期パケット Ethernet ブロードキャスト (1 pkt/s, 46Byte/pkt)
ネットワーク シェアード LAN, 100Base-TX
サーバ配置 各セグメントに stratum 1
設定 不要
サイズ、重量 13cm × 10cm × 4cm, 333g
騒音 無音 (ファンレス)
電源 PoE または AC アダプタ
クライアントソフトウェア Linux 用開発済、Windows 用開発予定

表 1 NSTサーバの特徴・仕様・諸元

図 2 応用例
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付録 A 他の方式

A.1 NTP

IP ネットワークでデファクトスタンダードとなっている。非ネットワーク時代の時計合わせで使われていた手法

(Stratum階層、PLLなど)を流用している。しかし、RFC 1305 で規定されている同期アルゴリズムでは、キューイング

遅延の対策が不十分であり、しかも、PLLのパラメータも最適化が困難なため、高精度な時刻同期には適さない。

A.2 IEEE 1588

サブマイクロ秒精度を目指して IEEEで標準化。キューイング遅延を防ぐために、ハブやルータに Boundary Clock を配

する。ネットワーク機器が全て対応する必要があるが、現状では対応機器が少く、利用が困難。また、同期アルゴリズムは

実装依存となっており、精度は実装に依存する。
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ネットワーク時空サーバの技術移転を進めています。お問合せは町澤 (machi@nict.go.jp)まで。


